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（臨床研究に関する公開情報） 

 

東京病院では、下記の臨床研究を実施しております。この研究の計画、研究の方法につ

いてお知りになりたい場合、この研究に検体やカルテ情報を利用することをご了解できな

い場合など、お問い合わせがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。

なお、この研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等は、お答えできな

い内容もありますのでご了承ください。 

 

[研究課題名]  関節リウマチに伴う器質化肺炎の発症に関わるレアバリアント探索 

[研究責任者] リウマチ科 古川宏 

[研究の背景] 

関節リウマチに器質化肺炎を合併することがありますが、診断に難渋することがあり、

再燃することが多く、ステロイド中止が困難な場合があるにもかかわらず、その発症

機序の解明や治療法も十分には確立されていません。 

[研究の目的] 

関節リウマチに合併する器質化肺炎の発症と関連する遺伝因子を探索します。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 

関節リウマチの患者さんで、すでに「膠原病の発症における遺伝因子の寄与の解明」、

「膠原病における SAP 遺伝子発現抑制の解析」、「関節リウマチにおける間質性肺病変

に関わる遺伝子の探索」、「関節リウマチにおける薬剤性肺障害発症に関わる遺伝子の

探索」の先行研究に参加いただき、血液やカルテ情報の提供をいただいた方 

●研究期間：中央倫理審査委員会および院長承認後から西暦 2028 年 3 月 

●利用する検体、カルテ情報 

 検体：保存血液（他の研究で使用した余りの検体で保管することに以前同意をいただい

たもの） 

カルテ情報：診断名、年齢、性別、合併症、発症年齢、薬物治療歴等、検査結果（画像

所見、血液・尿検査、細菌検査）などすでに得られている情報、および採血時に

おける治療情報 

●検体や情報の管理 

保存血液は、検体を測定する機関に配送で提出し、測定されます。 

情報は、研究代表者機関である国立病院機構東京病院に提出され、集計、解析が行われ

ます。 

検体や情報は国立病院機構東京病院が責任を持って管理します。 

[研究組織] 

この研究は、多施設との共同研究で行われます。研究で得られた情報は、共同研究機



関内で利用されることがあります。 

●研究代表者（研究の全体の責任者）：国立病院機構東京病院（古川宏） 

●その他の共同研究機関：国立病院機構相模原病院（松井利浩）、国立病院機構長崎医療

センター（岡田覚丈）、国立病院機構姫路医療センター（藤森美鈴）、国立病院機構旭川医

療センター（平野史倫）、国立病院機構横浜医療センター（井畑淳）、九州医療センター（宮

村知也）、住友病院（西岡亜紀）、福島県立医科大学（浅野智之）、岡山労災病院（三宅剛

平）、聖フランシスコ病院 （右田清志） 

 [個人情報の取扱い] 

研究に利用する検体や情報には個人情報が含まれますが、院外に提出する場合には、

お名前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除し、研究用の番号を付けます。

また、研究用の番号とあなたの名前を結び付ける対応表を当院の研究責任者が作成し、

研究参加への同意の取り消し、診療情報との照合などの目的に使用します。対応表は、

研究責任者が責任をもって適切に管理いたします。 

検体や情報は、当院の研究責任者及び検体や情報の提供先が責任をもって適切に管理

いたします。研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個人を直ちに判別

できるような情報は利用しません。 

[問い合わせ先]   

東京病院 

リウマチ科 古川宏 

電話番号：042-491-2111（代表）  

 


